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沖縄県国頭村辺野喜方言の助詞

野原三義
ベノキ

辺野喜（方言名？ｕｎｉｋｉ）は沖繩本島最ｵﾋ端

の国頭村にある村落である。役場のある辺土名

と最北端の辺戸岬の中間あたりに位置しており，

東支那海に面した静かな村である。辺戸岬から

は奄美の与論は目前だし，沖永良部の島影も見

やることが出来る。

辺野喜方言で田のことをｓａ:といったり，我

のことをｇｗａＺといったりする特徴的な対応

関係は以前から承知していたが，まとまって観

察したのは1980年の２月と８月である。この

方言を教えていただいた方がたは宮城仲正（１８

９８年生），宮城定郁（1907年生），宮城定盛

（1911年生），山城マカ（1900年生），東恩

納ゴゼイ（1904年生），金城ギラ（1905年生)，

宮城カマト（1906年生）さんの７名である。

以下の記述は格助詞，係助詞，副助詞，終助

助詞等を中心として行う。

Ｉ，格助詞

１，１，９ａ

（ａ），主格に立つ場合

？ａｍｍａｘｇａ７ｉｒｕＸｎｒｉ７ｉＸｔａｎｒｏｘ

母さんが行って来いと言ってたよ

？ｕｍｍｅＺｇａ７ｉＤｋａｇｉＸＯ

じいさんが召し上がる

？uraga7iZJijamakabi

お前が言うのはうそ

のurijamublikahanuwagajanajaO

それは難しくて私がIま出来ない

ｔａｒｏＺｇａｓｕＪｉｊａ？ｉｔｉＤｗａｓｓａＺｎｕ

太郎がするのはいつも悪い

Ｊｉｘｊｏｘｊｅｘｍｕｎｎａｚ

仕様だな

？ａＯｇｕｔｕｔａｋａｚｎｕｍｕＤｈｏＸｉｊｉｇａ

あんなに 高いのに 買うのが

のuiblina

いたか

？ｕ①ｉｈａＸｊｉｇａｓａｔｔｏＺｔａＯ

大きいのが 立っていた（人など）

？uのｉｈａＺＪｉｇａｎａｔｏＸｔａ、

大きいのが なっていた（果物など）

（ｂ），連体格の場合

？ariga7ujajaのｕｎｅＸｒａｋａＺ

あれが 親はこの間から

ｊａｒｏｘｔａＯ

病気だった

mitaiga？uUJikazsaruganaga

三人が 内から誰かが取って

ｓｕｔｅｎｔｅＸ

あるよ

ｊｕＸｂＩｉｇａｍｉＸｊａ？ａｉｎｔｅＺ

四つが－杯はあるだろうよ

ｔｉＸｔｉｇａ？ｕｔｔｕＪｉＺｒａＸｊｅｎｔｅ

弟兄一歳がであるよ

（ちがいの兄弟）

次はくたったそれだけの〉というような意の
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所で用いられる。

ＣａｋｕｊｅＯｇａｍｕＯｈｏＺｔｉｈｏＸｔａｎｒｉ

百円が 物買って買ったと

似たような語句に挾まって用いられる。これ

も強調の意の所で使われる。

ｍｅｘｇａｍｅＸｎｉｕｉ

毎が毎日（毎日ということの強調）

（ａ），所有・所属

ＱｉｘＩｌｌｌのａＸ 木の葉

sataminusuba畳の側

のａｉｎｕｍｉＺ 針の孔

ｎａｂｉｎｕｓｕｋｕ 鍋の底

のａＪｉＸｎｕｓａＤ 柱の桟

のｉＸｎｕｎａｈａ 火の中

ｊａｎ１ｌＬ？ussu 家の後

JiXsunainu？ummeX隣のおじいさん

ｍｅＸｎｕｍｉＸｔｕｍｂａ前の夫婦

blikahanutux 近くの人

ｓｕＸｈａｎｕｔｕＺ、 遠くの人

ｎａｂａＺｎｕ？uja 十パーの親
（男の童名）

kａｎａＺｎｕｋＷａＺカナーの子

（男の童名）
gｉｒａＺｎｕｓａｒｉギラーの手拭

（女の童名）

ｇｗａＸ１ＬｍｕＤｋｗａＸＪｅＺ

豚の物食わせよ

（ｃ），動作の目的

？aJibiZga？ikuD遊びに行く

ｍｉｄ５ｉｋｕｍｉｘｇａ？ikannax

水吸みに行かないか

①ａｒｕ９ａｔｉｊａｍｕＯ①ｕｉｇａ？ikuO

畑へ甘藷堀りに行く

次のような場合はｇａを介さずに連体修飾が

成立する。

ｇｗａＸｍｕＤ〈わたし（の）物〉，ｇｗａＺ
Ｊｉｍｕｔｉ〈わたし（の）書物〉，ｇｗａｎｎａＸ
ｊａＸ〈私たち（の）家〉，？uragusani

〈お前（の）杖〉，ただし，三人称の？ari
〈彼，彼女〉の場合は？arigamuO〈あれ

が物〉，？arigaxiO〈あれが着物〉という

ようにｇａが現れる。

共通語の目的を表すくヲ〉に当たる助詞は，

次のように見あたらない。これは沖縄方言に共

通する特徴である。

d5iZh9kuO＜字（を）書く〉，meXJi

qlikuiO〈箸（を）作る〉，ｓａｋｉｎｕｍｕＯ
〈酒（を）飲む〉，のａＺｍｅＸｓｕｍｅＺｉＯ〈妻
（を）めとる〉（昔の言葉）
ｇｗａｎｕｉｒａｍｉＸｍｉＸｓｕｔａＩ

私（の）顔（を)見い見いしていた

（ｂ），状態

ｋｕｔｉｎｕｍｊＺ

？ｕｉｎｕｔｕＺ

ｊｕｅｘ１１ｈａｘｒｉ

いっぱい

人

数（たびごと）

の
の
の

口
上
祝

（ｃ），〈～という〉ほどの意

?iのaｎｕｊｉｍａ伊平屋の島

（。），情感的な物の対象を示す

ｋｉｎｕＸｎｕｎｅＺｎｕ？uturuhaZtaJijoX

昨日の 地震の 恐ろしかったことよ

ｎａＺ

ね

kumid5imanujamunnumaXhataJi

久米島のいもの おいしかった

ｊｏＸｎａｎ

１，２，ｎｕ

Ａ，連体修飾

８
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く～と同じくらいの〉ほどの意

sahasanujaZ皿？untoZ？ａi、

高くて 家の くらい ある

（ｊ），

ｓａｉｎｕ

丈の

ことよ

（ｅ），、ｕの前後の単語の内容が同じ

ｇｗａＺ？uja皿ｈａｎｒｏＸｇａｓａ、

私（の）親のハンローが した

？ｅＺｒｕＸｎｕｇｉｒａＺｇａ？ｉＺｔａＤ

友達のギラーが言った

Ｂ，連用修飾

主語や対象を示す。共通語のくガ〉に当たる。

ｊｉＺ皿raruhanu手がだるくって

habunuのｕｉＯハブがいる

ｍｕｎｎｕｎｉ；ｒｕＯ物が煮える

kusanumuitoXD草が生えている

のａｔｕｎｕｓｕｒａＸｋｕｓｓａＸ

鳩が飛んで歩くよ
（いる）

のａＺ凶ｊａｒｉｋｕｒａｈａｊａＯ

歯が痛くて暮らされない

ｊａｋｕｂａｎｉｓｕｒｉＺｎｕ？ａｉＯ

役場に集まりがある

blaZ四ｈａｔａｈａＸＤ茶が堅い（濃い）

霊肌辿takah剛山が高い
ｍａｂｌｉｊａｎｕｌｉｗａＸｎｕのisautanri

店の子が足折ったと

？ｉｎｎｕｋｗａｎｕＯｗａｒｅＸｎｎａ

犬がも笑うか

？ｕｎａｇｕ皿ｔＵｎｎａｉｎｕｍｕＯ？ｕＤｇａ旦旦

女がさえ出来るのに男が

najanunriO？ａｉｎｎａ

出来ないとてあるか

次はく～のくせに〉ほどの意

warabinuのａｎａＪｉｋｉｋａｋｉｋａｓｕｎｎａ

子供が話聞か閏かするか
（きこうと）

次のようにｎｕが、に弱まることがある

suJi旦ｊｕｒｕ歳の夜（大晦日）

（ｆ），〈～の後は〉

ｎｕＺｉｍｕｎｎｕ？ａｔｕｊａｓｏＺｇｉｓｕＯ

縫いものの 後は掃除する

sakinudinu？atuja？ｏＺｉｍｕｎｒｏＺ－

酒飲んでの後は喧嘩ぞ

ｒｕｓｕｔａｒｕ

している

（９），〈～の家の（者）〉の意を表す

?agari型sannaOアガリの三男
（屋号）

?arijamijagi皿？ａｊａＯｋａＸｊａＸ

あれは宮城のではないかね

?ａｍａｎｕｇｗａｒａｂｉｊｅＸｋａＸｊａＺ

むこうの子供であるかな

（ｈ），時に関する語についてく～の時の〉

という意を表す

？ｉｋｕｔｉｎｕｋｗａＸｇａいくつの(時の)子か
２０歳の（時の）子ｎｉｄ７ｍＺｎｕＫｗａＸ

（ｉ），地名やそれを尋ねる語について出身

を表す。〈～の出身の〉意。

？ａｎｕｔｕＸｊａｒａＸｎｕｔｕＺｇａｊａ

あの人は何処の（出身の）人かね
？ukunutuZjenri？ｉＸｂａｎｎａ

奥の（出身の）人であると言うよ
のｉｒｕｎｕｔｕＸ辺戸の（出身の）人 次は格助詞ｎｕが省略される例。

９
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腹（が）痛い
juのｕｔｏＺＯ

休んでいる

子供にも分かるように教える

ｂｌｕｚ巫ｓａｚｔａＯ人にやった

ｍｉＸｎｉｍｉｍｂｅＺｎｕ？ｉｄ５ｉｔｏＸＯ

目Iこ ものもらいが 出ている

のｅｚｋｕのｕｉｊｉｎｉｓａｘｓｕＤ

早く来るのにとらす

ＧｉｎｎｉｎｕｉＵ 船に乗る

gwatajamuO

uiburujari

頭（が）痛くて

１，３，ｍ

（ａ），物事の存在する場所

gama巫ＪｉｍａＸｔｏＺＤ洞穴に住んでいる

？ａｍａｎｉｗａＺｎｕｕｉｓｓａＺ

むこうに豚が いるよ

のaruni？ｏZのａＵｉｋｕｔｅＸＤ

畑に 野菜植えてある

nagU型？aitanuhanaji

名護に あった話

のuｍａｎｉｂｉｚｂａそこに坐れ

のｕｍａｎｉのｕｉＯここにいる

のuｍａｎｉ７ａｉｎｒｏＺここにあるよ

jax辺のｕｉｎｒｏｘ 家にいるよ

rａｘｎｉｎｎｅｘＤｋｕｔｕ何処にも無いこと

（ｆ），動作主を示す

７ｕｍｍｅＺｎｉｎｕｒａＸｔｔａＯ

じいさんに怒られた

７uja型su9ujattaO親に怒られた

?innukwanikuXjattaO犬にかまれた

（９），比較の基準

のｕｎｕｋｗａＸｊａ？uja型ｎｉｔｏＸＯ

この 子は 親に 似ている

ｗａｎｎａｘｊａＸｊａｇａｌｄｍｘユUIikahaO

私達の 家は 学校に 近い

（ｂ），物事の状態

ｍｉＵｌｉｎｉｎｉｔｔｏＸＤ道に寝ている （ｈ），方法

ｍｉＺｕｉ辺ｗａｋｉＸＯ三つに分ける

（ｃ），動作の目的

jamatuni7ikuDヤマトへ行く

naのani？iraO那覇に行った

hamani？ａＪｉｂｉＸｇａ？ｉｋａ

浜に 遊びに 行こう

（ｉ），物事の行われる時・場合

miUliki型jａｎａｉＯ三つきでは出来る

miUIiki巫ｊａｎａｉｒｕｓｕｒｕ

三つきではなりぞする

rokud5i型？uのitaO六時に起きた

gunahanubaZnisugujattaO

小さい 時に 殴られた

ｎｉｔｔｏＸｎｕｂａＺｎｉ７ｉｄ５ｉのａＸｎｓａＸ

寝ている時に 行って居ないよ

?akitinusaDgwaUli型ｎｉＸｂｉｋｉｓｕＯ

明けての三月に 結婚する

jueX型jａｎｕＺｋｉｔｉ７ｉｋｕｇａ

（ｄ），到着点

７ｕｇｉｍｉｋｉｄｚｕｋａｎｉ

大宜村富如嘉に

？ｉｒａＤ

行った

（ｅ），動作・作用の向けられる対象

７ura11juJiZDお前に教える

warabiniOwahaiOgutujuJiXba

－１０－

Hosei University Repository



祝には 何着て 行くか

７amani？ｉｎｒｉｕｉｊａＺｎｉｈｅＸｔａＤ

雨に 濡れて 家に 帰った

ＪｉｕｉｇｗａｔｓｕｓｏＺｇｗａｔｓ皿ｉｊａｊａＺｇａｔｉ

盆 正月には 家に

ｈｅＸｔｕＸｊｏＸ

帰ってこいよ

カチ系は上記文例の２番３番のみであった。残

りの例は，他の助詞を調べるさいに現れたもの

である。ｇａｔｉとgatJiの関係は，前者の方

が古いであろう。ちなみに，辺野喜の北隣の宇

嘉部落では、a①agati7ikajax〈那覇に

行こうね〉とｇａｔｉを用い，南隣の佐手では

①intunagatJi7ikiD〈辺土名に行く〉の

ようにｇａｕｉを用いる。謝敷の方もgaUIiを

用いる。（ｊ），動作・作用の目的

jigutUl7iraO仕事に行った

１，５，ｋａＸ，ｋａｒａ

（ａ），空間，時間の出発点

？ａｍａｋａＸのuiJijasaruga

むこうから来るのは誰か

GiUlimiUlik且_２ｊｏＺｎｅＺｇａＸｒｅＯｈａｔａ－

朝から晩までも働

ｒａｋｕ

〈

CiUlimiuik且-２７abijaZsuO

朝っぱらからわめいている

7ａｔｕｋａＺ①ｕｉｇｕｔｕｓａｋｉｎａｔｏＸｋｅＸ

来るから後から先なっておけ

ｔｕｓｕｉｎａｔｉｋａｚｎｕＺｎａｉＯｇａ

年寄なってから何出来るか

（ｋ），並列

ｓｕｉｎｉ？aのiru鶏にあひる

ｎａＯｋｗａｎｉＪｉｂｕｉｎｉｒｅＸｋｕｎｉ

南瓜に 冬瓜に 大根

７ａｍａｎｉＯのｕｍａｎｉＯ？ｉｋａｓｓａＤ？ａｉＯ

あちらにもこちらにも沢山ある

１，４，ｇａｔｉ，ｇａ蛆

動作の目標

のarugatljamuDのuiga？ikuO

畑へいも堀りに 行く

のｉｎｔｕｎａｇａｔｉｎｒｉ？ｉｔａｉｎａｇｕｇａｔｉｎｒｉ

辺土名へと言った名護へと

？ｉｔａｉ

言ったり

？ａｍａｇａｔｉ７ｉＪｉｎａｇｉｘＤ

むこうへ石投げる

ｃｉｎｔｕｎａｇａｔｉｒｕ？ｉｋｕｒｕ

辺土名へぞ 行く

ｄａＸｇａＬＪｉ？ikuDgaどこへ行くか

ｒａＺｇａｂｌｉ？ｉｋｕｇａ ｌｌｌｌ

格助詞「Iこ」「へ」｜こ当たるものを調べるさ

い，北部方言ではチ系やカチ系の現れることが

多いが，辺野喜方言ではｎｉの方が優勢で，

（ｂ），物事の順序の始め

JｉＪｉｋａＸｋｗｅＺＯ肉から食べる

ｓａｔｏＸＪｉｋａＺｓｕｔｉｓａＺｊｅＺ

咲いてるのから取ってくれ

７ａｗａｕｉｔｏＸｕｉＯｊａＸ？id5ikaraのｕ：

慌てていても家行ってから来い

（ｃ），原料，材料。

Sato:ｊａ？ugik型_且

砂糖は廿庶で

く～で〉の意

qlukuiO

作る

－１１－
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（ｄ），手段，方法。〈～を利用して〉の意

ｊａｍａｔｕｎｉｊａｎｕＺｋａＸ？ikuOga

ヤマトへは何から行くか

QiOkara7ikuO船から行く

jambarubunikaXsamummuGnttaO

山原船から 薪持って来た

のunujaXjabjuuikiJiUlikutanrｉ

この家は１か月で作ったと

guniqli上janaihanni

５日ではできるだろう

guniUli型janairusuru

５日ではできぞする

（ｅ），動作が行われていることの確認

のａｘのａｘｊａｍａｂｊｉｋａｘ？attaxkutaD

ばあさんは市から 歩いていた

？ｕｍｍｅＸｊａのamaka-Z？attaXkutaD

じいさんは浜から 歩いていた

（ｃ），動作の行われる場合の状態

muruji？oXbjittaO皆で喧嘩してきた

wahamununsaXgamuruJi7urutoX0

若者たちが 皆で 踊っている

（ｄ），並列的

?ariJiOのur坦OjanajaD

あれでもこれでいま出来ない

（ｆ），

ＪｉＪｉｊａ

肉は

tｕＸ（ｂａ）

てこい

く～の部分から〉の意

？ａｎｒａｎｕ？ａｉｔｏＸｍａｋａＺｈｏｘ－

油の ある所から 買っ

１，６，ｊｏｘｋａ（ｚ）

（ａ），比較の基準

ｔａｒｕＺｊｏＺｋａｄ５ｉｒｕＸｇａｒｕｓｏＸｉｔｔｏＺ－

太郎より次郎がぞしっかりし

Ｏｇｕｔｕ？ａｉｓｓａＺ

ているようだ

IｉＪｉｊｏＸｋａｊｕＺｎｕｓａｈａｓａＯ

肉より 魚が 高い

のｕｒｉｊｏＸｋａ？arijaのuruha、

これよりあれは古い

のｕｊｕｊｏＺｋａｎａＵｉｎｕｍａＪｉ

冬より 夏が まし

？innukwajoXkaXmajaXmaJi

犬より 猫まし

ｈｏｘｉＪｉｊｏｘｋａｒｕｘＪｉ剛ｉｋｕｒｅｘ

買うのより自分で 作れ

１，５，Ｊｉ

（ａ），手段，材料，行為者など

jubiguijiwahataO呼び声で分かった

jubigu迫ruwahatarll

呼び声でぞ分かった

mugiguZ上timpura？agiteZD

小麦粉でてんぶらあげてある

ｒａｋｉＪｉｍｅｘＪｉＵｌｉｋｕｔｅｘＤ

竹で箸作ってある

sakijaoumiJibIikuiO

酒は米で作る

?ura1iuuXisoXkeZ

お前で注意しておけ

のuriJikakuD筆で書く

（ｂ），否定の語句と呼応し，それ以外にな

いことを示す。（ｂ），期限，限度，範囲などを表す
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JiJi些ｊｕＸ辺ｊａｄ５ｉｒｕｇａｍａＪｅＺｇａ

肉と魚とはどれが ましか

ciblimibjikweZJi辿ｊｏＺｎｅＺｋｗｅ器

朝食うのと夜食うのと

Ｊｉｔｕｄ５ｉｒｕｇａｍａＪｅＺｇａ

どちらが ましか

ｊａＺｊｏｘｋａ

お前より

？ａｒｉｊｏＸｋａ

あれより

ｎｎｉ

ろう

ｗａＯｊｏＸｋａ

私より

ｈａｎｉ

だろう

のukanijaのujaO

外にはいない

？uのｉｈａａｊｉｊａのujaDha－

大きいのはいないだ

のukanijanaiJijaのujaO

外には出来るのは居ない （ｄ），形容詞の反復形について副詞句を作

る。
はやぱや

ｈｅＸｂｅＸｔｕのｕＸｊｏＺ早々と来いよ
かたがた

hatagataxtu？ｉｘｒｅＺ濃濃と入れる
やわAPわ

ｊａ①ajaのａｘｔｕｎｉｘｂａ柔柔と煮ろ
おおおお

？ｕのi？ｕのｉＸｔｕ 大大と

ｈａｔａｈａＺＯ〈濃い〉，ｊａのarahaU〈柔らか

い〉，？uのｉｈａＸＤ〈大きい〉

１，７，ｔｕ

（ａ），相手，共同者

ｔａｒｕＺｔｕｎｉＺｂｉｋｉｓａＯ

太郎と結婚した

ｄ５ｉｒｕＸｔｕ？ｏＺｊｅＸｓａＯ

次郎と喧嘩した

ruJi型？iraO友達と行った

ｊａｘ旦janajaDお前とは出来ない

１，８，ｎｏＸｔｉ，ｎａＺｔｉ

動作・作用の行われる場所

ｍｉｕｉｎｏＺｔｉ？ikaxtaD道で会った

ｈａＺｎｏＺｔｉ？ｕｉｒａＤ ｊ１Ｉで泳いだ

？ａｍａｎｏＺｔｉ向うでｊａＸＰｏＸｔ１家で

？ａｍａｎａＺｔｉ？ajibumi向うで遊ぶか

この助詞は，格助詞、ｉ〈に〉と動詞のuiO

<居る〉の結合に由来するものかもしれない。

（ｂ），比較の対象

ｍｕｋａｊｉｔｕｎａｍａｊａｂｌｉｇａＺｔｏＸＯ

昔と今は 違っている

？ｉｕｉｎｉｍｍｅＸｎｕｋｕＪｉｎｉｗａｒａｂｉｔｕ

－人前のくせに 童と喧嘩して

７oXbJiﾋﾟanrissaX

来たそうだ

（ｃ），並列

UiXsablimantuZtu7asasaX

かまきりとせみ

nabituのagama鍋と釜

？uDgaL1l-7unagunuのｕｉＯ

男と女がいる

のｕｎｉｔｕｈａＸｎａｔｏＺｓｓａＸ

骨と皮なっているよ

ｊａ〈並列〉

ｇａｒｌｍａｎｎｕ

ガジマルが

１，９，

ｍａｕｉｊａ

松や

ｍｕｉｔｏＯ

生えている

ｕ，係助詞

Ｈ，１，９ａ〈疑問〉

（ａ），疑問語との呼応

（ａ）－１，疑問語に直接つく場合

？ikubliga〈いくつか〉，kassaga〈いく

らか〉，ｔａＸｇａ〈誰か〉，ｔｓａＸｇａ〈どう
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か〉，diruga〈どれか〉，ｎｕＸｇａ〈何か〉 のｉＺｈａｒｕ７ａｉｒｕ寒さぞである

uikeZji型ｊ旦四，GitiXJija？ajaO

使うのぞである捨てるのはあらぬ

?ｏＸｉｍｕｎｒｏＺｒｕｓｕｔａｒｕ喧嘩ぞしていた

ｓｕｒｕｌｌ〃 してし､る

７ｕｒａｇａｒｕＪｅｘｒｕお前がぞしてある

のuO9utuwassaXJija？ａｒｉｇａｒｕＪｅＸｒｕ

こんなに悪いのは,あれがぞしてある

７ariga四目Ⅲ典哩型あれがぞ美しい

kusanurumuitoZru草のぞ生えている

（ａ）－２，疑問語の次に助詞，動詞の準連

体形・終止形，形容詞の終止形，名詞等が介し

て呼応する場合

７ｉｕｉｋａＸｇａ〈いつからか〉，ｄａＺｎｕｇａ

〈どこのか〉，ｄａｚｋａＸｇａ〈どこからか〉，

ｄａＺｇａｔｌｉｇａくどこへか〉，kassabeZ？ａ－

ｉｇａ〈いくらぐらいあるか〉，ｔａＸＪｉｓｕｇａ

〈どのようにするか〉，ｂｌａＸｓｕｇａ〈どうす

るか〉

ｎｕｇａｗａｒａｂｉｎａｋｅＸｓｕｇａ

なぜ子供泣かすか

ｄａＸｇａｕｉ？ikuDgaどこへ行くか

ｋａｘｓｕＯｇａ どうするか

ｓａｍｕＤｇｗａｔｉ？ａｔｕｊａｎｕＸｓｕＯｇａ

薪割って 後は何するか

saOgasurahaOga誰がきれいか

diru9a7uramuOgaどれがお前のか

Gintunagati旦？jlglrll

辺土名へぞ 行く

（ｂ），係結び以外の陳述との呼応

７aJiriru？ｕｉｒｉＺ遊んでぞいるか

ｗａＺｍｕｎｒｕｊｅＺｋａｊａＸ

私の物ぞであるかな

ｔａｒｏＺｒｕｊｅＺｔａｋａｊａＸ

太郎ぞであったかな

（ｂ），係結び

saOgagasuraharawahajaO

誰がが美しいか分からない

典型的な係のｇａに対する結びとしての活用

語一ｒａ形は得られなかったが，上記の例から

して係助詞ｇａの係結法は確認されたといっ

てよい。

Ｕ’３，ｊａ〈は〉

（ａ）－１，主題を表す

７ugija？amahaOきびは甘い

takijatakahaO丈は高い

のurijawaZmu9これは私の物

？amijaのujaO 雨は降らない

？urajasarati？ikeＸ

お前は先だって行け

』igutujasugu？uwataO

仕事はすぐ終った

ｔｉｍｐｕｒａＸｊａ？ａｇｉＺｊｉｒｅＺｋｗａＸｔｉ

てんぷらはあげ次第食べて

ｎｅＺＤ

ない

？unu？ｉｎｎｕｋｗａｊａｓｏＸ？ｉｔｔｉｔｌ

Ⅱ，２，ｍ〈ぞ。強調〉

（ａ），係結び

名詞や活用語，助詞に結合し，活用語の－ｍ

形と呼応する。

歯iXruhakuru字ぞ書く

ｊａｍｕｎｒｕｋｗａｔｏＸｒｕいもぞ食っている

ｂｌａｘ型皿四｣皿茶ぞ飲んでいる tｕｎＵ
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この犬はしっかりして

７ｉＺｊｉｎｕＸＯｋｉｋｕＤ

ことを何でも聞く

構文でも，前のものよりは良いことをいう。

ＫｗｅＸｊｉｊａｍａｊｉ食うのはよい
（方が）

nimbuJijamaji寝るのはよい
（方が）

人の言う

（ａ）－２，対比的な文の中で両方の主題を

表す。

のiruja？ablihajiga，jurujaJirahaO

昼は暑いが 夜は 涼しい

ｎａＸｂｅＺｒａｊａｍａＺｈａＪｉｇａ，ｇｏＸｊａＺｊａ

糸瓜は 美味だが 苦瓜は

７ｉＯｇａｈａＯ

苦い

（。），詳述

ｎａｇｕｊａｒａＺｇａ名護はどこか

この文は，名護市のより詳しい場所を聞いて

いるのである。

（ｅ），文末に否定の語を伴ってく～では〉

の意を表す。

ｔａｒｏＺｊａ？ajanna太郎はあらぬか
（ではないか）

suDja？ajanna損はあらぬか
（ではないか）

（ｂ），卑しめる語について卑しめの意を表

す。かなり終助詞である。

janawarabija，ｎａｋａｎａｋａのuja、

悪い子供は，なかなか 来ない （ｆ），疑問語につく場合

ｄａＺｊａのintunaja何処は辺士名か

（ｃ），～ｊｏＸｋａ～ｊａｍａＪｉ〈～よりは～

はよい〉，－gutu～ｊａｍａＪｉ〈～だから～

はよい〉という構文で用いられ，後者がよいこ

とを言う。

ｍａｂｌｉｊａ７ｉｒｉｈｏｚｉｊｉｊｏｚｋａｈｌｕｋｕｉＪｉｊａ

店行って買うのより作るのは

ｍａＪｉ

まし

のiXd5aXjakusahagutuwaX」ａｍａＪＬ－

山羊は 臭いから豚はまし

ｊａｘ

だね

①aibaja7utaigutujunnaZ？akkuJeX

走ると疲れるからゆっくり歩くのは

ｍａＪｉ

まし

次のような～ｊａｍａｊｉ〈～はよい〉という

（９），格助詞ｇａ，ｎｕにつく場合

？uragajanajaOお前がI±出来ない

？ａｒｉｇａｊａｎａｉＯ あれがI±出来る

？aminujaのujaO雨のは降らない
（が）

？innukwanujakuZuiDmajaZnuja

犬のはかんでも猫のは

（が）（が）
ｋｕｘｊａＯ
かまん

琉球方言において，係助詞ｊａが融合を起こ

すことはよくあるが，辺野喜方言は下記の通り

である。

ｈａｂｉｊａｎｅＸｎｎａ紙はないか

？ｕＸｂｉｊａｎｅＺｎｎａ帯はないか

kaZgijasurahaD容貌は美しい

のurijajambeXこれは良い気持だ
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ｋｉｋｉｂｉｊａ帯は

namajanajaO今は出来ない

subajajamaD舌は痛くない

kimujaJikaD肝は好かない

ＫｕｍｕｊａｎｅＺＯ雲はない

taki①uruja？aiJiga大程はあるが

①uijaDuのｉｋｕｎｎｅＸ０

声は大きくも無い

taijaのuba＝人は来い

？aｎａｇａｚｊａｒａｘｇａ井戸はどこか

ｄｏＺ哩ｒａＺｇａ門はどこか

ｒｕＸ辺nagahaO尾は長い

ｋｉＯｊａｎｅＸＤ 着物はない

那覇方言等ではｊａの結合する直前の形式の

末尾音がｉ，ａ，ｕ，Ｎの場合は融合を起こ

すし，二重母音の場合もそういう傾向があるが，

辺野喜方言の場合は，長音なども含めて総て融

合しないのが普通である。

７innukwammajaZ且uikanatoXD

犬も猫も飼っている

（ｃ），事情の類似したものを繰り返して強

調する。

ｋｗａＸｔｉＤｋｗａＸｔｉＯｓａｒａＺＯ

食っても食っても足りない

ｍｏＸｋｉｂｌｉｍｍｏＸｋｉｕｉ且ｑＩｉｋｅＸｇｕｎａｎｕ

儲けても儲けても使う者が

manriのujigaja、

多くてたまらない

ｋｉＯｈｅＺｕｉＯｈｅＸｂｌｉ且ｊｕｇｕｕｉのuJi-

着物替えても替えても汚してたまら

gajaO

ない

のｕｎｕｊａＸＯ？ａｎｕｊａＺＤ？atbli？a－

この家もあの家も歩いて 遊

JirakkuO

んで歩く

Ｈ，４，Ｎ＜も＞

（ａ），事情の類似した事柄を暗示する

ｔａＺｔａＸｊａｓｕＺＤＪｉｇｕｔｕｎｉ？ｉｒａＤ

父さんは今日も仕事に行った

suJijutibJiburuOのagiti

歳とって頭も禿げて

（ｄ），極端な場合を提示する。〈～さえも〉

ほどの意。

ｊａＺ且nagasuru？uのｕ７ａｍｉｊａｔａＤ

家も流らす大雨であった

？ａｔｉｈａＤ７ａｉｂａｊａｈａｄ５ｉ１ｎｅＺＯ

暑さもあれば風もない

のａｉｓｕＸのｕｓａｇｕｔｕｓｕｓｕｉｎｉｍｍａｋｉｔｉ

走り勝負したから年寄にも負けて

hakujinneZnhIiD？ainna

書くのもないとてあるか

ｎｉｔｔｏＺｔｉｎ７ａｔｉｊａ？ａｉｓｕｒｕ

寝ていてもあてはありぞする

ｒｏＺＤ？ｉｒｉｒａＤｊａＸｍａｇａｉＪｉ

門も出ずに家にこもっている

ｄ５ｉＸＤｈａ切iＤｊｕｍｉｂｕＺｈａＯ

（ｂ），事情の類似した事物の提示

JibuinbliburunnatoXO

冬瓜も夕顔もなっている

７irinJimui7ikantinJimusa

行ってもよいし行かなくてもよい

ｂＩｉｂｕｒｕＯｊａｍｕｉｗａｔａＯｊａｍｕｉｋａＥｎ

頭も痛いし腹も痛いしどうにも

najaO

ならぬ
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ないとて あるか

？ｕｎａｇｕｎｕｔｕｎｎａｉｎｕｍｕＤ？ｕＤｇａｎｕｎａ－

女がさえ出来るのに 男が出来

janunri？ainna

ないとて あるか

？ｕｒａｇａｔｏＸｎｎａｉｒｕｍｕｎｎｕｗａｇａｎａ－

お前がさえ出来るのに 私が出

janriLjiO？ａｉｎｎａ

来ぬとて あるか

ｈａｋｕｊｉｔｏＺｎｎｅＺｎｎａ

書くのさえないか

？ｉｋｋｉｍｂｅＺｔｏＸｎｎｕのｕｔｉｎｅＸｎｎａ

－斤ばかりさえ残って ないか

字も書いても読めない

（ｅ），疑問語に関係して全面肯定・全面否

定を表す。

7ikusanukutujasarugaDwahaisuru

戦のことは誰カョも分かる

kajasuJijakassajeXtiO？ａｉｓｓａ

賃らすのはいくらでもあるよ

ｒａＺのｕｉｓｕｍｅＺｔａＪｉｇａｒａＸｎｉＤのａＺ－

方方探したが何処にも居なか

ｎｔａｓｓａＺ

ったよ

』ａＸｎｉｊａｓａｒｕＤのａＺｎｔａＤ

家には誰も居なかった

Ⅱ，６，ｒｕＯ〈強調〉

のuriruO？uDkajiXneZsuguikuru-

それをこそ動かすとたたかれ

ｈａｉｎｒｏＸ

るぞ

？itbliのｕｉＪｉｍｉＺｒｕＤｓａｂａｊａ？ｅＺｒｉ

入って来るの見こそしたら合図しなさい

』iｊい

よ

（ｆ），主格のｇａ，、ｕについて全面否定に

係わら･

７uraga且nainnaお前力§も出来るか

sarugannajaO誰力Xも出来ない

ｋｕｓａｎｕＤｋｗａＺｉｎｎａ草のも食えるか
（が）

のａＺｎｕＯｊａｍｕｎｎａ 歯のも痛いか
（が）

前接の形式の末尾音がＮの場合，係助詞Ｎが

結合すると次のように変化する。

ｄ５ｉ〈金〉＋、→d5inuD

？ikkiO〈一斤〉＋ｎ→７ikkinuO

w蛆〈私》＋n一{鶏器?０

Ⅲ副助詞

Ⅲ，１，ｂｅｚ〈ばかり〉

（ａ），事象が頻繁であること。〈しょっち

ゅう。いつも〉のような意味。

ｎｉｂｕｔｕｂｅｚｒｕ？ｉｒｉｘｒｕ

根太ばかりぞ出ている

のｉｔ可ｉＺｔ?§ａＺｂｅＺｒｕｎｕｒｏＺｒｕ

しょっちゅう茶ばかりぞ飲んでいる

？ａｊｉｒｉｂｅｘのｕｉｎｉｊａのｕｒｉｍｕｎｎａｉｎｒｏｘ

遊んでぱかり居ると馬鹿なるぞ

ｒｕＸｎｕｎｕｍｕＪｉｂｅＺ？iｔｔ５ｉｋａＺｔｕｎｕ

Ⅱ，５，ｔＯＸＯ，ｔｕＯ〈さえ（も）〉

ある事象を普通でないこととして例示し，普

通であることを暗示する。

？ｕｎａｇｕｔｏＸｎｎａｉｍｕｎｎｕ？ｕＯｇａｎｕｎａ－

女さえ出来るのに 男が 出来

janGliO7ainna
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自分の飲むのぱかり入れてから人の

muOja？ｉＺｒａＤｇｉＸｎａ

物は入れないのか
，

ｎａｂｅｚｒａＸｂｅｘｋｗａｚｈａｔｔｏｚＤ

糸瓜ばかり食ぺさせられている

ｊａｍｕｍｂｅｚｒｕｋｗａＺｔｏＺｒｕ

いもばかりぞ食べている

？asanibeZJi朝寝ばかりして

?ａｔｕｋａｓｓａｂｅｎｕのｕｔｏＸＯｇａ
－

あとどのくらい残っているか

Ⅲ，２，㎡')aXna：．ｔﾋﾟa:na:，ｇ肱

re（ｘ）

（ａ），動作・事柄の到達点を表す

Ⅲbi:j,ｇｏ⑭{磯:::}ｍ…
いつもは五時までぞしている

，…{;:鵜:}j③matto:tmu-
明日までＩま待って〈

ｉｒｉｂａ

れ

川i{;:蝋:}matto:川…
いつまで待っても来ない

（ｂ），当該のことに限定。〈～だけ〉のよ

うな意味。

ｊａｎａｍｕｍｂｅＺｒｕｎｕのｕｔｏＸｒｕ

悪い物ばかりぞ残っている

のｕｍａｂｅＸ？ａｊａＯｇｉＺ７ｕｒｉＸｍｅＺｎｔｏ←

ここばかりでなく君らの所も来てい

ｔｉｎａ

たか

？ａｒｉｎｔｕｉｂｅＸｎｕ①ｕｔｉｊａＺｎｕｂａＤ

あれ一人だけ残って 家の 番

ｊｉｍｉｘｎｕｂａｚｎａ

させるのか

（ｂ），極端な場合をあげて強調し，他の場

合を暗示する。

ｍｉｔｉ？aｔｔａＸｋｕｊｉｇａＸｒｅＤ７ｕＺｔｉｔｔｉ

道歩く者までも追って来て

のuruJiXsubanna

殴るそうだよ（ｃ），数を表す語について，大体の分量・

程度を表す。

ｓａｍｂａｋｋｉｂｅｘｋａｈａｉｒｕｇｗａｘｊｅｘ－

三百斤ぐらい かかる豚だった

ｔａｎｒｉＸｂａｎｎａ

そうな

ｓｕＪｉＯｇｕｎｄ５ｕｘｈｅｚｎａｉｔａｎｒｉ７ｉｘ－

歳も五十ぐらいなったという

ｂａｎｎａ

よ

』utaiL且_且ｊａＸｔａＯ四人ぐらいだった

suhabeXのuitoZkeX十日ぐらい居とけ

？ｉｋｋｉｍｂｅｘｎｅＸｎｎａ－斤ぐらいないか

（ｃ），程度の極端な場合

?ｕｔｔｕｎｉｇａＸｒｅｘのｕｒｕｈａｉｎｎａ９ａｚ

弟にまで殴られるかヒャー

?ikusajuZnija？iｋａｎａｎｕＺｇａＸｒｅＸＯ

戦世にはいかな

KwaZtaOjaX

食ったね

何までも

次のようなく～から～まで〉を含む構文の

くまで〉の部分は，格助詞のような機能になっ

ている。

－１８－
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を受けた形かもしれない。

｡um：Ｍ，…|瞬震:}川uＱ
ここからむこうまで行く

次の場合も格助詞的なものがいくらか出てい

るように思える。

いtimitMjMne:|;鯉::}・圏一
朝から 晩まで 働

ｔａｒａｋｕＯ

〈

Ⅲ，３，ｎａＺ・ｎｎａＺ

（ａ），数や分量を表す語について，等量の

事物が配分されることを示す。

？ｉｋｕｔｉｎａＺ？ａｔ?ａｉＯｇａ，ｍｉＺｔｉｎａＺ

当たるか三つずつ．幾つずつ

7ａｔａｉＤ

当たる

ｍｉＺｔｉｂｅｍ型ｊａ？ataihanni

三つばかりずつは 当たるだろう

次はｎｕｘｋａｘｎｕｚｇａｘｒｅｚでくことごと◇

のような意味

ｎｕｚｋａｘｎｕｚｇａｚｒｅｚｍｍｕＭｉ？iｒｉ

何から 何まで 持って 行って

ｎｅＸＤ

ない

（ｂ），ある動作が等量の動作として反復さ

れることを表す。

ｋａｓｓａｎｎａＺｈａｔａｍｉＺｎｉｊａ７ｕｔａｉｎｒｏＸ

疲れるぞ沢山ずつ担うと

？iのｉＯｋｗａＺ旦旦_Ｚｍｕｔｔｉ？ｉｋｅＸ

少しずつ持って行け

，i…:ｊＭｌ艸川{::;{:!。
少しずつは考えてくれ

次の～ｂａ～ｔｔ，ａＸｎａｚも慣用句的である。

ｈａｋｉｂａｈａｋｕｔｆａＺｎａＺｒｕｊｅＸｒｕ

書けば書いたまでぞである

？ｉｋｉｂａ？ikutピａＺｎａＺｒｕｊａＺｒｕ

行けば行ったまでぞである

Ⅲ，４，７ａｔａｉ〈くらい〉

（ａ），例示されたことについて，その動作

や状態の程度を示す。

ｔａｒｏＸａｔａｉのatarakujijaのａＸｎｓａＺ

太郎くらい働くのはいないよ

saXsuru2ataljanaissa

取らすくらいは出来るよ

ＣｉＺｎｉｎｕｂｕｉｒｕ２且上型janaissa

木に 登るくらいは出来るよ

次のttaZnaZは体言的である。

gwahasaLL2-且_型_ＺｊａｓｕｒａｍｕＤｊｅＺｔａＯ

若し、時は清ら物であった

（ａ）の動作・事柄の到達点という場合は，

ｎｔａｚｎａｘ・ｇａｘｒｅｚの両形が併用できるが，

（ｂ）（ｃ）の場合は１個の形のみである。１９

７９年の調査のとき，当時47歳の女性からくまで〉

の意でｇａｚｇｅｚという形を得たが，明治生ま

れの７氏からは得られなかった。辺野喜の隣部

落の佐手では｡i…{;:蝦:}，ikiO
〈辺土名まで行く〉というから，そちらの影響

（ｂ），提示されたことについて，類似する

ことの中から極端なことを示す。

？ikanaのuritoZtiD？ujanu2竺竺

いかな馬鹿でも親のくらい

－１９－
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Ⅳ，終助詞

Ⅳ，１，ｊａ・ｊａｚ

（ａ），同意を求める

naDkwabex？ajaD，UliburunnatoX-

南瓜ばかりでなく，夕顔もなってるって

ｎｒｌＪａ

ね

gwahajannutuxOのuinna

分からない 人もいるか

７ikana？ｕｉｔｏｘｔｉＯｊａｘｎｕ７ａｔａｉ

いかな酔っていても家のくらい

ａｈａｉｈａｎｎｉ

るだろう

一
か

伽
分

Ⅲ，５，ｎｒｅｚ〈など〉

（ａ），漠然と表現する

ｔ,ａｘｎｒｅｘｎｕｍｅｘ茶など飲め

ｔ，abakunrexのukeZ煙草など吹け
（すえ）

７arigaPreZkaZJinsaDjoX

あれがなどどうしてもしないよ

nuXganaKwaXiJinre1neXDkaXjaZ

何か食うのなどないかね

ｌｉｗｅＸｎｒｅＸｈａｔａｍｉｔｉ？ikuJigara鈩

鍬など担いで行くが何処

ｇａｔｉｇａ

ヘか

（ｂ），軽い疑問

？ｉＺｇａｉのａｉｊｅＺｓｏＸＪｉｇａ

言い争っているが

sannaga？ａｉｒａｊａＺｎａＸ

しないかねもう

?ｏＺｊｅＸｎｕ

喧嘩

Ⅳ，２，ｔｅ・ｔｅＸ

推量。～だろうよ。～よ

ｊｕＸｂｌｉｇａｍｉＺｊａ？ａｉｎｔｅ

四つの－杯はあるだろうよ

？ｕｒａｇａｊｅＸｎｔｅＺお前がしてあるよ

（ｂ），強調

taroZpreZのuruJiXnijasarajamF

太郎をこそ殴るとただは

gaXjahanroX

許さんぞ

ｓａｋｉｎｒｅＺｒｕｋｕｎｕｍｉＸｎｅＸｒａｍａｓｕ－

酒をこそひどく飲むと大変だ

、ｒｏＺ

ぞ

Ⅳ，３，ｓａＸ・ｓｓａＸ

肯定判断。よ・ね

ｕｉｘ？ｉｒｉｔｏｘｓａｚ血が出ているよ

ＣｉＸｎｕｍｕｉｔｏＺｓａＸ毛がはえているよ

ｒａｘｎｉｈａｋｋｗａｔｅｘｒａｍｉｚｊａｎ型_且

どこに隠してあるか見えないよ

ｓｕｍｅＺｊａｊａｎ旦旦_：探されないよ

Ｃｉｚｎｕ？ｕのｕｈａｍｕｉｔｏＸｓｓａｚ

木が 沢山生えているよ

ｊｕＺｎｕ？ｕｉｒｏＺ巳ＢａＸ魚が泳いでいるよ

？ａｍａｋａＺｔ§unuのｕｉＤｇｕｔｕ７ａｉｓｓａＸ

向こうから人が来るごとあるよ

のｕｎｕｋｗａＸｊａ７ｕｊａｎｉｎｉｔｏＸＳｓａＸ

この 子は 親に 似ているよ

前接の形式の末尾音がＮの場合，ｎｒｅｚが結

合すると次のようになる。

ｄ５ｉＯ〈銭〉＋ｎｒｅＸ→d5inunreX

gwaD〈私〉＋ｎｒｅｘ→ｇｗａｎｒｅｘ

－２０－
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く念押し〉

ｎａｉｈａｎｎｉ

出来るだろうね

入って来たら合図しなさいねⅣ，４，nni

guniuiJija

五日では １V，８，ｇｉＺｎａ〈問いただし〉

ｒｕＸｎｕｎｕｍｕＪｉｂｅＺ７ｉｔｔｉｋａＺｔｕｎｕ

自分の飲むのぱかり入れてから

ｍｕＯｊａ７ｉＸｒａＤｇｉＺｎａ

人の物は入れないんだね

Ⅳ，５，ｒｏＸ〈強意。ぞ。

のurinreZ？ｕＯｋａＪｉＺｎｅＺ

これなど動かすと

ｒｕｈａｉｎｒｏＺ

ぞ

？ａｍｍａＸｇａ？ｉｒｕＸｎｒｉ

母さんが行って来いと

ｊａＸｎｉのｕｉｎｒｏＸ家に

よ〉

ｓｕｇｕｉｋｕ－

なぐられる

Ⅳ，９，ｒｅｘ〈強調〉

のｅＺｋｕｎｉＸｒｉｇｉｈａｊｅＸＪｉｇａｎａｍａ

早く煮えそうだがまだ

ｎｉｚｒａｎｒｅＸ

煮:えないよ

？ｉｔａｎｒｏＺ

言っていたよ

ぃるよ

Ⅳ，６，ｎａｘ〈軽い感嘆。ね。よ〉

のunuwarabijaのuJimagablitu-

この子供は腰曲がって年

ｓｕｉＯｇｕｔｕｒｕ？ａｉｍｕｎｎａＺ

寄りのようだね

ｍａｒｕのｉｔｔｉＸｊａのａｔａｒａｋｉｊｕＸｈａ－

－日中は働けないよ

ｎｓａＸｎａＺ

ね

ｇｗａｈａｊａｎｓａＸｎａＸ分からないよ

ｓａｎｎａｇａ７ａｉｒａｊａＸｎａＺしないかね

ｋｉｎｕＺｎｕｎｅＸｎｕ？uturuhaXtaJijoZ-

昨日の地震の恐ろしかったこと

ｎａＸ

よ

終助詞Ｓａｘ，ｊａｘ，ｊｏｘなどにくっつくｎａｚ

は沖繩的共通語でく～サモー，～ヨネー〉と訳

される。陳述の重なったこの微妙な部分は共通

語に訳しにくいところである。

Ⅳ，１０，ｋａｘ〈軽い疑問〉

ｗａＸｍｕＯｊｅＸ｣里_旦私の物であるかな

1V，１１，ｋａｊａ（Ｘ）〈軽い疑問〉

d5iZhatozkaja字書いているかな

ｔａｒｏＺｊｅＺｔａｋａｊａＺ太郎であったかな

?ａｍａｎｕｇｗａｒａｂｉｊｅＸｋａｊａＸ

向うの子供であるかな

ｗａＸｍｕｎｒｕｊｅＺｋａｊａＺ

私の物ぞであるかな

Ⅳ，ｌａｇａｊａ〈軽い疑問〉

saDgaのuiDgaja誰が来るかね

?ａｎｕｔｕＸｊａｒａＸｎｕｔｕｚｇａｊａ

あの人は何処の人かね

Ⅳ，１３，ｉ〈尋ね〉

?aJiriru？ｕｉｒｉＺ遊んでぞいるのか

nakessaznumunnu？ｏｚｔｉｒＵピａｒｉｘ

泣き虫の<せに喧嘩して来たのか

t'arm来たか

Ⅳ，７，ｊｏＺ〈念押し〉

？ｉｔｕｉ⑪ｕｉｎｅＸ？ｅＸｒｉＪｉｊｏＸ

－２１－
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上記のようにｉは音声環境により長音にな

る。

7ｉｔａｉ

言ったり

Ｎで終る形に結合する場合は－Ｎ＋Ｎｒｉ→

Ｎｒｉのようになる。Ⅳ，１４，ｍｉ〈疑問〉
の

?aｍａｎａｘｔｉ７ａＪｉｂｕｍｉ向うで遊ぶか

Ⅳ，19,ｊｉｚ〈断定，疑問〉

JibuiJiX冬瓜だよ

？aba？ura？iblifagajix

おやお前いつ来たか

呼びかけのくあのね〉くらいの意味でｊｏＸ

ｊａｊｉＸとか？ａｎｕｊｏＸｊａＪｉＺというが，こ

のＪｉｘも関係あるものであろう。

辺野喜あたりのＪｉｘは他の地域の者が聞く

と非常に特徴的に聞こえる。1960年頃に行った

与那城村伊計方言にもkibloZtijiX〈来てい

てね〉，jiXwannaXmusuru〈ね私達

のむしろ〉と関連する形があった。

Ⅳ，１５，，ａ（ｚ）〈疑問，反語〉

habijaneXnna紙はないか

？uraga？ｉｋｉｕＺｓｕｎｎａお前が行けるか

naOのannaXkaZnaXこんなに早くからか

ｎａＯｋｗａｎａｔｏＺｎｎａかぼちゃなってるか

d5inunreXneXnna銭などないか

taZtutawaDjanumahanna

茶一椀は飲まさんか

Ⅳ，16,ｊａ〈疑問〉

ｄａｘｊａのintunajaどこは辺土名か

Ⅳ，１７，ｎｏｘｋｅＸ〈禁止〉

？ｏｘｊｅｘｓｏｘｔｉＯ７ａｎＪｉｇａｘｒｅｚのａ－

喧嘩していてもそんなにまでき

ｇｏＸｈａｓａｎｎｏＸｋｅｘ

たなさする

Ⅳ，２０，Ｃａｘ〈卑しめる意〉

saXiba9aZnakunqliD？ainna

触ればヒャー泣くとてあるか

？ｕｔｔｕｎｉｇａＸｒｅＸのｕｒｕｈａｉｎｎａ９ａＸ

弟にまで殴られるかヒャー

Ｖ，接続機能

共通語の接続助詞「ぱ」「て」に当たるもの

は，琉球方言においては前接の活用語に融合し

てしまう場合が多いから，単語として認定する

のは適当でない。語論的には接尾辞とすべきで

あろうが，構文論の立場からは一定の役割を担

うものであるから，調査した文例の関連個所を

整理してみる。

Ｍ１８，ｎｒｉ〈引用〉

ｔａＸｒａｍｉＸｒａｊｉｈａｋａｎｒｉ

なんのかのして早くと

ｊｉｔｉｂｉ？isugaisunri

祝い準備するとて

？ikunri？iUlimmitai

行くと言ってみたり

?ｉｕＩｉｍｉｔａｉ

言ってみたり

①ｉｎｔｕｎａｇａｔｉｎｒｉ７ｉｔａｉ，

辺土名へと言ったり

？ｉｊａＯ

言わない

？ｉｔｕｎａｈａ､ｕ

忙しくて

？ｉｋａｎｕｎｒｉ

行かぬと

Ｖ，１，ｂａ

（ａ），〈もし～すれば〉

ｎａｇｕｇａｔｉｎｒｉ

名護へと

-２２－
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（ｃ），並列または添加。～し。～その上。

?atihaD？ａｉｂａｊａｈａｄ５ｉｎｎｅＸＯ

署<もあれば風もない

?ｉｋｉｂａｎａｉＪｉｇａ

行けば出来るが

ｓｕｍｅＸｊａｉＯ探せば探せる

７ｕｒａｇａ

お前が

sｕｍｅＸｂａ

（ｂ），〈もし～しなければ〉

natija？aJiのａｊａｚｔｉ？amijamba

夏は汗かいて浴みないと

kurahajaO

暮せぬ

？ｕｒａｇａ？ｉｋａｍｂａｗａｎｕＤ？ｉｋａＯ

お前が行かんと私も行かん

ｓａｍｂａｎａｊａＤしないといけない

く理由。～だから〉

suraZkuh型ｊａｎｒｉｊａ－

飛んでるから悪天候にな

Ｖ，３，ｂａＯ

ｍａｔｔａｒａｎｕ

つばめが

ｓｓａｚ

るよ

Ｖ，４，Ｊｉｇａ

（ａ），～だけれども

７ｕｂｕｈａＺＪｉｇａｍｕｔｔｉｔ，a、

重いけれども持って来た

ｋｗｅＺｂｕｈａＸｔａＪｉｇａｋｗｅＺｎｎａＸｔａＤ

食べたかったが食べなかった

のｅＺｋｕｎｉＸｒｉｇｉｈａｊｅＸＪｉｇａｎａｍａ

早く煮えそうだが まだ

ｎｉｚｒａｎｒｅｘ

煮えないよ

hanajasakujigawarabintanutu-

花は咲くが子供らが 取っ

ｔｔｉｎｕｏｕｊａＤ

て 残らない

saXsuJijanaiJiga？ｕｉＪｉｊａｎｅＺＯ

やるのはあるが 売るのはない

Jimad5imamurumigutajigaのujan

村村全部廻ったがみえな

ｎａＸｔａＤ

かつた

Ｖ，２，ｂａｊａ

（ａ），〈もし～したら，もし～ならば〉

ピｏＺのunu？ａｉｂａｊａｈｏＸｔｕＸｂａ

豆腐が あったら買ってこい

？uraga7id9WiJiganeZJibajana－

お前が行って手伝いしたら 出来

ijiga

るが

ｋｗｅｚｂｕｈａｚｒａｂａｊａｋａｓｓａｚｊｅｘｔｉＯ

食いたいならばいくらでも

ｋｗｅＸｂａ

食え

？ｉｔＵｉのｕｉＪｉｍｉＸｒｕｎｓａｂａｊａ？ｅＸ－

入ってくるのを見たならば合図

ｒｉＪｉｊｏｘ

しなさい

（ｂ），前の条件が整うと常に後の条件が整

う。～すると～になる。

naLIinu7uwaibajaJirakunaiD

夏が終ると涼し〈なる

（ｂ），原因・理由

？ｉＸｇａＸのａｉｊｅＺｓｏＸＪｉｇａ

言い争いしているが

sannaga？ａｉｒａｊａＸｎａＺ

?ｏＸｊｅＺｎｕ

喧嘩

－２３－
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あれがするから大変だぞしない だろうか

（ｃ），並列または添加

？uのｉｈａＸａｊｉｇａ？ｉｒｕｊａｓｕＺｈａＯ

大きさはあるが色は白い

のｉｚｈａｍａｋｉｊｅｘｊｉｇａ７ａｂｌｉｈａｍａｋｉ、

寒さ負けであるが暑さ負けも

jeD

である

Ｖ，８，ｋａｚ〈不満な気持を表す〉

ｒｕＺｎｕｎｕｍｕＪｉｂｅＺ？ｉｔｔｉｋａＸｔｕｎｕ

自分の飲むのぱかり入れてからに 人の

muDja？ｉＸｒａＯｇｉＸｎａ

物は入れないでね

Ｖ，９，ｍ叩く確定の逆接条件〉

？ｕｎａｇｕｎｕｓａｉｎｕｍｕＯ７ｕＯｇａｎｕ

女が 出来るのに 男が

nｕｎｒｉＯ？ａｉｎｎａ

いといってあるか

ｓａＪａ－

出来なＶ，５，ｇｉｘ〈並列または対比的〉

のｕｍａｂｅＺ７ａｊａＯｇｉＸ？ｕｒｉＺｍｅｚ、

ここばかりでなく君らの所にも来てた

ｔｏＸｔｉｎａ

か Ｖ，10,munnu〈確定の逆接条件〉

？ｕｎａｇｕｔｏＸｎｎａｉｍｕｎｎｕ？ｕＯｇａｎｕｎａ－

女さえ出来るのに 男が 出来な

』anbliO？ainna

いといってもあるか

ｗａｈａｔｏＸｒｕｍｕｎｎｕ？ａ、？ｉＺｇａ

分かっているのにそういうか

<動作の継続〉

のｕｎｕｊａｍａＯ

この山も

Ｖ，６，ｇｉＵｌｉ

７ａｎｕｊａｍａＯ

あの山も

７aJirakkuD

遊んで歩く

７akkagibn
-

歩いて

Ｖ，１１，ｎｅＸ・ｎｉｊａ〈前の条件が整うと

常に後の条件が整う。～すると〉

nabIinu7uwaineZJirakunaiO

終ると涼しく夏がなる

kassannaZhatamixnija？ｕｔａｉｎｒｏｚ

沢山ずつ かつぐと疲れるぞ

ｓａｋｉｎｒｅＺｒｕｋｕｎｕｍｉＺｎｅＸｒａｍａｓｕ－

酒などひどく飲むと大変

ｎｒｏＸ

だぞ

Ｊｉｒａｎｉｊｉｒａｉｎｉｊａ可iburujamuD

太陽に照らされると頭痛<なる

Ｖ，７，ｇｕｔｕ

（ａ），理由。～だから

①iZd51aXjakusahagutu

山羊は臭いから

Jijax

だよ

ｗａ２ｊａｍａ－

豚は まし

（ｂ），逆接の確定条件

のａｉｓｕＸのｕｓａｇｕｔｕｓｕｓｕｉｎｉｍｍａｋｉｔｉ

走り勝負したら年寄りにも負けて

（ｃ），～する以上は

?ａｒｉｇａｓｕ９ｕｔｕｒｅＺｒｉ

－２４－
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次に）辺野喜方言が他の方言に比べ特徴的と

思われる音韻対応を取り上げる。右の（）内

は那覇方言の例である。

１，５，ｗ→？ｕ

７ｕＺｋｉ〈桶〉

?unu〈斧〉

?utti〈一昨日〉

?ｕＺ？ｍｍａ〈雄馬〉

(ｗｕＺｋｉ）

(ｗｕｚＯ）

(ｗｕｔｔｉｚ）

(ｗｕＺ〈雄〉）１．「わ」行音

１，１，ｗ→ｇｗ

ｇｗａＺ〈我〉（ｗａｘ）

ｇｗａＯ〈我〉（ｗａＯ）

ｇｗａｔａ〈腹〉（ｗａｔａ）

ｇｗａｔｉ〈割って〉（ｗａｔｉ）

gwahasa〈若さ〉（wakasa）

gwahajaO〈分からん〉（wakaraO）

ｇｗａｈａ〈宇嘉部落。宇嘉の人達は自分の部

落をwahaという〉

？ａｇｗａ〈粟〉（？ａｗａ）

ｔａｇｗａＯ〈茶椀〉（ｂｌａｗａＯ）

２，「た」行音

２，１，ｔａ→ｓａ

ｓａＸ〈田〉（ｔａｘ）

ｓａｋｉ〈丈〉（ｔａｋｉ）

ｓａｇｕ〈担桶〉（ｔａＺｇｕ）

ｓａｔｔｏＺｔａＤ〈立っていた〉（tatUloZtaD）

sanageX〈えび〉借里でtanageZという）

sahasaO〈高い〉（takasaD）

sabaku〈煙草（古語）〉（tabaku）

ｓａの１，〈蛸〉（ｔａｋｕ）

samuO〈薪〉（ｔａｍｕＯ）

ｓａｒａ〈只〉（ｔａｒａ）

saraXD〈足らぬ〉（taraZD）

ｓａｒｕ〈誰〉（ｔａＸ）

ｊｅＸのｕ〈台風。口蓋化と母音融合の結果

taiがＪｅＸになったもの〉（ｔｅＺのｕＺ）

ｓｏＺｂｉＺｒａＸくどきぷり。ＳＯＸはダウ

｢唐」に当たる〉

１，２，？ｗ→ｇｗ

沖繩南部方言などの？ｗがｇｗに対応する。

ｇｗａＺ〈豚〉（？ｗａＺ）

？aのａｘｇｗａｘ〈母豚〉（？a9az？ｗａｘ）

ｕＺｇｗａＺ〈雄豚〉

ｓａｎｉｇｗａＺ〈種豚〉

ｇｗａＯｋｗａ〈豚小＝小豚のこと〉

ｇｗａＺｕｉｋｉ〈天気〉（？waXblitli）

ｇｗｅＸｋｕ〈擢〉（？ｗｅＸｋｕ）

ｇｗｅｎｔｕ〈ねずみ〉（？wenUlu）

２，２，ｔｏ→ｓｕ

ｓｕｚ〈＋〉 （ｔｕ２）

ｓｕＺｈａｎｕ〈遠くて〉（ｔｕＺｓａｎｕ）

Sui〈鳥〉（ｔｕｉ）

suiOkwa〈小鳥〉（ｔｕｉｇｗａＺ）

sukei〈十回〉（ｔｕｋｅＸＤ）

suha〈十日〉（ｔｕｋａ）

suJi〈歳〉 （ｔｕｊｉ）

susui〈年寄〉（tusui）

sutenteX〈取ったはずよ〉（tutteXnteX）

１，３，ｗ→ｂ

ｂｉＺｂａ〈坐れ〉（ｉｒｅＺ＜ｗｉｒｅＸ）

－ｂｕＸｈａＤ〈～することが出来ない意の接尾

辞〉（－ｗｕＺｓａＯ）

１，４，ｗ→中

のａＸＯ〈居らぬ〉 （wuraO）

-２５－
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sunai〈隣〉（tunai）

sumeZjajaO〈捜せぬ〉（ｔｕｍｅＺｒａｒａＤ）

ｓａＸＪｅＺ〈取らせ〉（turaJeZ）

３，２，ｋi→ＣｉＸ

Ｇｉｚ〈木〉（ｋｉｘ）

３，３，ｋｅ－・

ｑｚ〈毛〉

CibuJi〈煙〉

ＱｉＸ，９ｉ

（ｋｉｚ）

（kibuJi）

２，３，ｔｅ→Ｊｉ

Ｊｉｘ〈手〉（ｔｉｘ）

Ｊｉｒａ〈太陽〉（ｔｉｚｒａ）

Jirainija〈照らされると〉（tirasariX-

nex）

JintoZ〈天〉（ｔｉｎｔｏＸ）

３，４，ｋｏ→のｕ

のｕｉ〈声〉（ｋｗｉＸ）

のｕｒｉ〈これ〉（ｋｕｒｉ）

のｕｍｂａ〈こむら〉（ｋｕｎｒａ）

のuguJimi〈甲いか〉（kubuJimi）

ｓａのｕｉ〈せき〉の①ｕも「こ」に当たるか

２，４，ｔｓｕ→U｢i，ｔＩ，i，ｔ，ｉ

砿ｋｉ〈月〉（bIibji）

跡i、〈角〉（＆linu）

砿mi<爪>(blimi)

ピｉｍｉ〈爪〉

ﾋﾟiburu〈頭〉（bliburu）

ｋｉ→ｋｉ，ｋ,ｉ

<肝〉 （ＵＩｉｍｕ）

<昨日〉 （ｈＩｉｎｕｘ）

３，５，

ｋｉｍｕ

ＫｉｎｕＺ

Ｒｕ

（ｋｕｎｉ）

（ｋｕｂｉ）

（ｋｕｍｕ）

（？akubi）

２，５

－Sax〈複数の意の接尾語〉（－ｂｊａｘ）

３，６，

kuui

Kubi

kumu

？aｋｕｂｉ

ｋｕ→ｋｕ，

<口〉

<首〉

<雲〉

〈あくび〉

３‘「か」行音

３，１，ｋａ→ha

hakud5i〈顎〉（kakud5i）

hatａ〈肩〉（ｋａｔａ）

ｈａｍａ〈鎌〉

harad5m〈髪〉（karad5i）

hari〈風〉（kad5i）

sahasanu〈高くて〉（takasanu）

のaraha〈裸〉（haraka）

junaha〈夜中〉（junaka）

ｈｏｘｒｉ〈麹〉（ｋｏｘｄ５ｉ）

hoXjajaO〈買えぬ〉（ｋｏＺｒａｒａＯ）

上二つのｈｏＸは「かう」に当たる所

３，７

sux〈今日〉

suramuO〈清ら者〉

surahaO〈美しい〉

(ｂｊｕＸ）

(UIUramuD）

(blurasaO）

ダ行音のラ行音化が目立つが，これはよくあ

ることである。が，

ｈａｒｉ〈風〉（kad5i）

ｈａｘｒｉ〈数〉（kazd5i）

７ｅｘｒｕｚ〈仲間〉（？eXd5u）に当たる所である。

－２６－
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のように有声破擦音がｒ音になるというのは珍

しい。

?asani朝寝

?aJJix 朝飯

cｉｍｍｅｚ昼飯

Ｊｕのｕｌ 夕飯

?aba（感嘆詞）。？ａｂａｒｕｋｕ７ｕ－

ｒａｊａ？uのｕｍｕｎｕ７ｉＸＪＪｉ

〈アバひどくお前は大もの言い

して〉などと用いる。類するもの

にｍｕｎａＸというものもある。

?ａｔａｂｉｋａｘ蛙

7oZ7atabika青い蛙

７ａｎａｇａＸ 井戸

?ａｍａｍｕ やどかり

７ｉＸｂｕｓａｇａｔｔｉＺ言いたい|まうだい

？ｉｋａｚ 烏賊

?ikimabuniきびなどを生けておく船

７ｉｔｉｋｕいとこ

?itikunazいとこ達

?itikuninruいとこ達

７ｉｎｏＺ 礁湖・岸近くの海

？ｉｂｉえび

?ｉＤｋａｇｉｔｉｍｏｚｉｂａ召し上がっていらっ

しゃい

?innukwa犬。犬の子ではない

?ｕｚ苧

７ｕｉＪｉｊａｎｅＺＯ売るのはない

?uiburiZO酔い痴れる

?uittu酔い人。酔っぱらい

?uｓａＸ定盛さんの童名

７ｕｓｓａｎａＸｎａｔｏＸｒｕ こんなに沢山な

っている

７unikigaX辺野喜川

?unikinu①utuba辺野喜の言葉

?uniDgaX辺野喜川の上流

?uｍｉ海

始めに触れたように，この調査は明治生まれ

の男３人，女４人の方から行った。現在の歳は

70代が５人,８０代が２人である。もっとも若い

方が72歳で，あとは80代前後の方である。話者

としての経歴も，お聞きするところによれば，

申し分のない立派な方方であった。にもかかわ

らず，男性の場合と女性の場合とでは，異なる

面がみられた。明治40年生まれの男性の話者が

く私〉をｗａＯと言ったとき，ｇｗａＯとは言いま

せんかと尋ねると「人によってｇｗａＤという人

もいる」ということだった。ｗ→ｇｗ，ｔ→ｓ，

ｄ→ｒなどのような音韻現象のみでなく，代名

詞？ura〈お前〉をｊａＸといったり，方向の助

詞ｇａｔｉをｇａｕｊｉといったりするなど，いろい

ろな面で男と女では異なるようだった。恐らく，

男性が家や部落を代表して，対外的に接する機

会が多く，独自のものに対して，役場の所在地

の方言，即ちより中央的なものにしようという

意図が無意識のうちに働いて来たせいだと思わ

れる。多分，あまり他部落に行かない，ひっこ

み思案な80代前後の老女の言葉の方が，より古

い辺野喜方言なのであろうが，さりとて男性の

言葉は誰ってだめだとも決めつけられないだろ

う。多かれ少なかれ，どの地域でもある現象と

思われる。ここでは，総てそのままの形で扱っ

た。最低，２０歳くらいまで辺野喜で過した人は，

辺野喜方言の話し手としたことになる。

次の語彙は，調査のときノートの端に書き留

めておいたものなどである。

あ

？ａ：ｓａ あおさ

－２７－
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?uraお前。君

?uranreXお前など。君など。（卑）

?urininruお前達人数。お前達

７urutaXkuD踊っている

７ｅＺｒｕＸ 友達

７ｅＸｒｕＸｎｉｎｒｕ 友達人数。友達

７ｏＸｒａｍａ目白

さ

sａＸｊｉｒｕｓｕｒｕ取らせぞする

saZsuJijanaiO取らすのは出来る

ｓａＸｍｉＸｋｕｎｒａ白さぎ？

ｓａｂａｎｉサパニ

ｓａｒａｔｉ 先立って。琉歌やオモロ語には

あるが，現在の那覇方言等では聞

かない。伊波普猷が猿田彦神の意

義を解く鍵にした語である。和泊

町国頭方言でもsadatiという。

ｊｉｘｇｕＯｋｗａ小刀

Sui首里

ｓｕｘｇｕｍｕ 白雲

sｕｘｈａｋａｘ遠さから

ｓｕｍｅｘｉＤ 探す

sumeigureX？ajaD探すほどではない

ｓｕｒａｔｉＺＤ 育てる

suri袖

sｏＸｇｗａｆｉ正月

soZrimujaZいもり

力n

kaXkuZkaXkuX蛙のⅡ鳥声

kａＸＪｉＯどうしても

kagiZkagiZ豚の殺されるときの鳴声

KamemotojaX屋号名

karai飾り

ｋａＤｇｅｚｉＤ 考える

kaOgextoxruhad5i考えているはず

ｋaＯｇｅＺｔｉ？ｕｉｈａｄ５ｉ″

kukukkuZkuZ鶏の鳴き声

kublikad5i東風

kuraXすずめ

ｋｕｒｕｇｕｍｕ 黒雲

KｗａｘｈａｔｔｏｚＯ食べさせられている

kwaDkwa赤ちゃん

kｗｅＺＤ食べる

ｇａｉ 蟹

garimaDガジマル

gad5imaO〃

蚊ｇａｒａｍｕ

ｇｉｒａギラさんの童名

ｇｕＸｇｕＺ豚の鳴き声

gurUmaX山いも。甘藷はｊａｍｕＯという

gｗａＤ私

gwannaXninru私達人数。私達

gwentuねずみ。wentuという人もいる。

gwentugwaX小ねずみ

た

ｔａｘ茶。ｂｌａｚという人もいる

ﾋﾟａ２ｒａｓｏＺＤはっきりしないこと

ﾋﾟa、来た

tarui来たか。琉歌「行逢たるゑせのぢ

や行逢たるゑおとぢや」の「たるゑ」

と同じ結合である。完了のタンの連

体形「たる」に尋問「ゑ」がついた

形。現在の那覇方言にはない結合であ

ある。

taroZDgutujasarugannajansa太郎

がごとは誰力sもならぬよ

ｔｏｘｋａｋｉ斗掻

ｔｏＸｂｉｒａＺごきぶり。ｔは新しいものか

－２８－
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darujami晩酌。ｄは新しいものか

Uliku鳥の名前

のana鼻

のａｎａｓａｋｉはしっこ

のanaOgutusurahaO花の如美しい

のａOkahaＯ恥ずかしい

のｉＺｈａｎｕｊｕのｕＺｔｏＺＯ寒くて休んで

①ｉｚｒａｘ山羊

のｉＪｉ 礁

のｉｒｉｇｅｚ肘

のｕｉ声

のｕｉｋｉｋｕＤ 声聞く

のｕｉＯ来る

のｕｇｕＪｉｍｉ 甲いか。こぶしめ

のｕｓｕへそ

のｕｎｕｉ苔の－種

久のｕｊｕＺ ､

のｅＸｋｕｋａｘ 早くから

のｏＸｔａ包丁

な

ｎａｘｍｉｎｒｅｚ貴方など

nakessa泣き虫

ｎａｔｉ夏

ｎｉｔｉ熱

ｎｉのｅＸｊｅｚｂｉＸｔａＤ有難うございました

ｎｕｉ苔

ｎｕｒｉＺのど

ｎｕＤｇｉｒｉ虹

寒くて休んでいる

}ま

Ｍｋｕ？uのｉＸ早く起きる

ｈａｌｄｍｉ防風林

ｈana女の童名

ｈａｍｅＺｉＯ探す

ｈａｎｒｏＺカマトさんの童名

ｈｅＺｉｎｓｏＸｒｅＸお帰りなさい

ｂａｓａｓｕｒｉｎａ ほととぎすのことという。

ｂａｓａｓｕｒｉｎａｂａｓａｓｕｒｉｎａｇａ

といって鳴くとのこと。また，

辺士名ではkund5aDkaki-

takaと鳴くとのこと。

ｂｉｔｕｇｗｅｎｔｕ じゃこうねずみ。那覇方言

ではｂｉＺｕａＺという。ｇｗｅ－

ｎｔｕはねずみのことだから，

ｂｉｔｕはｂｉＺＵｌａＺに当たる

部分であろう。

ｂｅｚ山羊の鳴き声

ｂｏＸｒｉｋｗａＺｓｕＯ散髪する

①ａｘｔｉ？iｋｅｘ食って行け

のａｉＤ 走る

のａｔａｒａｋｉｋｋａｎｓａＸｎａＺ働けないよもう

ま

mai尻

majax猫

mａｊａｚｇｗａｚ小猫

ｍｉｘピｉ二つ

ｍｉｂｌｉ道

ｍｉｍｂｅｘものもらい

ｍｕｒｉＺｇｉＸ＝ｍｅＸｊｉｇｉＸ箸を作る木

,noｚ牛の鳴き声

ｍｏＺｔａＺｋｕＯ踊って（歩いて）いる

mｏＸｔｕｉ鳥の名前

ｍｏＺｎａｔｏＺＯ草はらになっている

や・ら・わ

jaxmagai家曲り。出不精

ｊａＸｒｕＸやもり

ｊａｍａ？akkaz山歩き。 山仕事をする者

－２９－
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jａｍａｔｕｂｉｘｒａｘごきぶりの一種

jugeZrumai一泊どまり

ｊｕｊｉＺＯ 教える。琉歌「親のよせごとや

肝に染めれ」の「よせ」と同語で

ある。

rａＸｓｕＸｔｏＸｒａｗａｈａｊａＯどこ通って

いるか分からない

ｒｉｘ地

ｒｕＸｇｕのiru鴬。その鳴き声でもある

waZblDiki天気

wakubibli蛙の一種

wassaO悪い

ｗａｒａｂｉｈａＪｉｇｉＸＯ 子供おぶる

－３０－
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